
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三鷹の森学園Ｃ Ｓ
コミュニティ・スクール

 だより 

～地域は学校を支え、学校は地域を結ぶ～ 

平
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地域の見守り 地域と考え・つくる 地域から学ぶ 

三鷹の森学園コミュニティ・スクール 
「支える」ってどういうこと？何のための評価なの？地域に開かれた学校って？

CS のメリットは何？学校はどう変わったの？CS だよりは、そんな地域のみなさん

の声に答えたいと思っています。まずは中を開いてじっくりお読みください。 

第 15・16合併号 

我が『三鷹の森学園』が開園し２期４年が過ぎようとしています。 

 学校・行政でもなくＰＴＡでもない児童・生徒への支援を行う団体は、現在たくさん有り日々活

動しているわけですが、より直接的に学校と連携をし、子供達の笑顔・地域の笑顔を意識している

のがＣＳ委員会です。地域が学校を支え、学校を中心に地域が活性化するというＣＳ委員会がある

からこそ成し得た連携はかけがえのないものです。『顔の見える連携』は、これからも意識し続け

てまいります。 

「わからない」を「なるほど」へと挑戦し続ける広報部、また、動き出したら立ち止まる時間もなく「より良

く」と意識を上げて動いた地域部・サポート部。今号の中にある通り、回収率・精度ともにさらに引き上げた評

価部。これからは長続きする組織となることを全体で考えていかなければならない時期となりました。 

 価値観の転換を日本のみならず世界中に迫ることになったあの大震災を忘れず、今生きていること、仲間とと

もに動けていること自体が面白く楽しく素晴らしいこと（＝有り難いこと）であるとしっかり認識し、さらなる

一歩を！との想いでおります。 

今後ともご理解・ご協力宜しくお願い致します。 

漢検コーナー 

三鷹の森学園 CS委員会会長 

石井 章夫 

見守り隊のみなさん 

顔の見える連携の“その先”へ！ 

子ども郵便隊 学校農園 ゲストティーチャー 



 

 



　　　　Q．算数・数学の少人数習熟度別指導等授業を工夫している 　Q．子どもは、授業がわかりやすいと言っている  Q．専門家や地域人財と連携した教育活動を支援している

  　　　

「授業がわかれば、学校は楽しい！」
★授業が理解でき、達成感を得られれば、学力向上・健全育成両面において、学校生活の充実につながると思う。今後も、よりわかりやすい授業が
　継続して行われるように期待したい。また、専門家や地域人財と学校側が連携して行う教育活動は「人間力」を育むための生きた授業だと考える。　
  コミュニティ・　スクール委員会でも、よりいっそう充実した授業となるようもっと支援活動に取り組んでいきたい。
　　

　　　Q．あいさつ運動を通じて社会性やコミュニケーション能力を　　 　　　　　Q．セーフティ教室や避難訓練を行い、安全を意識した 　　　　  Q．地域でのボランティア活動や人の役に立つ活動を
　　　　　育てている 　　　　　　態度を育てている 　　　　　　  充実させている

「常に振り返りながら子供たちとともに成長」
★「健全育成」の目標達成度は良い評価を得てほぼ達成していると思われる。しかしながら、現在の状況を継続していくためには、更に発展させていくことで維持継続できることを意識しなくてはいけ
　　ないと思う。現在に不足しているコミュニケーション能力の育成や危機管理、生きる力を育てるために、学校・地域・家庭が常に目的意識や意義等を振り返りながら、子ども達とともに成長していく
    ことが大切だと思われる 。

　【家庭について】
　　　Q．家庭学習が身につくよう具体的な取り組みを行っている 　　　　　Q．いじめや生命の大切さについて話し合っている 　　　　　　Q．相手を思いやり、人の役にたつように教えている

★家庭への設問は去年よりポイントが低下しているが、これは保護者の意識の高さの表れだと思う。家庭教育である「基本的生活習慣」　「子どもとの
　コミュニケーション」という基礎づくりが、学園や各校の取組みを力強く支えていることを再認識し、今後も継続していただきたい。

【学力向上】

【健全育成】

　「家庭教育のあり方を再認識」

平成２４年度 三 鷹 の 森 学 園 評 価 ア ン ケ ー ト 結 果 報 告
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ＣＳ評価部の役割

各校の自己評価

や、保護者・児童・生

徒を対象にしたアン

ケート調査を実施し、

学園の教育活動の観

察・評価研修などを

通じて、評価結果を

検証するなどの評価

を行います。

高山小父親防災キャンプ

五小全校清掃

五小あいさつ運動

高山小理科授業

三中はなかいどうボランティア

三中花いっぱい運動

三中読書ボランティア

五小国語授業 高山小ゲストティチャーによる授業

(%)
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保護者は小学校の

英語活動と中学校の

英語の授業の連携は

重要と考えている。 

しかし、連携が出

来ているかどうかわ

からないとの回答が

多数ある。 

児童アンケート

からは英語の授業

は楽しく、英語を

もっと話してみた

いと思っている子

どもが多い。 

中学生のアンケー

トからは英語の授業

に積極的に取組んで

いることがわかる。 

 小学校の英語活動

で英語の楽しさを体

験し、中学校では習熟

度に応じた少人数授

業をおこなっている。 

英語授業について 

「わからない」 

の 

解決の糸口は 

学校公開にあり！ 
 

生き生きと楽しく 

英語を話す子ども達、 

中学生の意欲に熱意 

で応え授業する先生方。 
 

まずは、学校に足を 

運び、ぜひ授業を参観 

して下さい。 

学園の取組み

を具体的に伝え

るための情報発

信の方法に工夫

が必要なのでは

ないか。 

 

アンケートの見方～保護者の気持ち☆子どもの気持ち～ 

今年度の「学園評価アンケート」は「重要度」「実現度」に分けて回答していただきました。 

「重要と考えている」（ニーズ）と「実現できているか」（手応え）を分けることで課題を明確にする目的があります。

アンケート結果から何がわかるのか一緒に考えてみませんか？ 

また、同じ時期に学校は、児童・生徒にもアンケートをおこなっています。そちらの結果も併せてご覧ください。 
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0% 50% 100%

高山小

五小

児童アンケート（対象：小学生）

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

設問：英語の授業は楽しい 

設問：英語を話してみたいと思う 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

この授業はわかりやすいですか？

各教科の求める観点に応える取り組み

をしていますか？

この授業での質問に真剣に考えたり、分からな

いところは質問したりしていますか？

この授業の内容を自主的に家庭で学習

（予習、復習）をしていますか？

この授業におしゃべりをせずに積極的に

参加していますか？

授業評価アンケート（対象：中学生 科目：英語）

とてもそう思う

少しそう思う

あまり思わない

そう思わない

 

 

設問：小学校の英語活動と中学校の英語授業の円滑な連携が図られている 



 

 

 

 

 

☆小学生に教えてみて、教えることの大

変さが分かった。 

 

☆あいさつや返事がしっかり出来てい

て、見習うべきだと思った。 

 

☆仲間の大切さを知ってもらいたい。次

の機会は技術を教えてあげたいという 

目標が出来た。 

 

☆小学生が楽しそうにしてくれたので、

教えることは楽しいことなんだと思い

ました。 

 

☆小学生は話を真剣に聞いてくれたので、

こうして先輩から後輩に繋がっていく

のだと思いました。 

☆五小の子から話してくれてうれしかっ

たです。 

 

☆高山小の人と協力して二人三脚をしま

した。いろいろな障害物を二人で息を合

わせてすることがすごく楽しく、おもし

ろかったです。 

 

☆五小の人もいたので、自然教室の友だち

の予習になった。 

 

☆高山小の人に「がんばろう」とたくさん

声をかけられました。これからたくさん

交流があるので仲良くなれてよかった。 

 

☆今回は五小の人とも三中の人とも話せ

なかったけど、地域でやる行事に積極的

に参加して、いろいろな人と仲良くなれ

たらいいなと思いました。 

☆この水泳交流会のおかげで 25m を泳ぐと

いう目標が出来て泳げるようになったの

で水泳交流会があって良かったです。 

 

☆交流会で五小の速い人たちを見て、もっ

と速く泳ぎたいと思いました。 

 

☆五小と高山小が水泳で対決するのが初め

てだったので、興奮しました。 

小・中交流活動について 

 

 

保護者向けアンケー

トから小・中の交流活動

は「あまり出来ていな

い」「わからない」との

回答がある。交流活動は

６年生からで他学年の

保護者は評価しにくい

設問だったと思われる。 

 

６年生で体験する

交流活動は自然教室、

水泳交流会、三中運動

会、プレ中体験、部活

動体験などがある。 

学園だからこそ

出来る 

小・中交流活動 
 

子ども達の感想を 

ご覧ください。 
 

子ども達は交流活 

動を通して、いろい 

ろなことを感じてい 

ます。 

小学生の感想から 

（三中運動会） 

小学生の感想から 

（水泳交流会） 

中学生の感想から 

（小学生部活動体験） 

 

「重要であると」と

感じて「大体できて

いる」との評価なの

で、保護者のニーズ

は交流活動の継続

と考えられる。 
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設問：小・小や小・中の交流活動を充実させている 

0% 50% 100%

高山小

五小

児童アンケート（対象：小学６年生）

そう思う

どちらかといえばそう思う

設問：高山小、五小の友だちができた 



 
三鷹の森学園 学園長 高山小学校 校長 萩野幹夫 

高山小の代表委員は「目標は全員が笑顔であいさつを返し

てくれることです。」と三鷹の森学園の児童会・生徒会会議

で元気よく発言していました。 

今年からＰＴＡでもあいさつ運 

動に「おはよう隊」として有志の 

保護者の方が参加されています。 

代表委員、保護者、先生が一丸と 

なって「あいさつ運動」に取組ん 

でいます。 

 

３月１５日～２２日  ４月８日～２２日 
あいさつ運動 

  場所：五小、高山、三中 校門前 
 

３月１１日 三中の合唱コンクール 
場所：武蔵野市民文化会館 

時間：１年生 10：45 ２年生 11：30 ３年生 13：10 
 

当日は生徒会が東日本大震災復興のための 

募金活動をします。ご協力をお願いします。 

 

学園評価アンケートにつきまして

は、97パーセントもの高い回収、ご協

力いただき感謝申し上げます。さて、

本年度は、昨年度の質問内容を継続し

ながらも、簡潔な質問内容に変えまし

た。また、今までの実現度だけでなく、

重要度を聞く〈ニーズ調査〉も加味し

ました。 

アンケートのデータ集計から、重要

度が高く、実現度が低い項目を『最優

先課題』として、また、重要度が低く

実現度も低い『構造的な課題』につい

ても細かい分析を進めて改善を図っ

ていきます。さらに、記述していただ

いたご意見も学園運営に生かしてい

くつもりです。 

 

『学力を高める』学園づくり 
 

今年度より、研究協力校として、

『「自ら考え表現する力の育成」―言 

 

語活動の充実を図った授業づくり

ー 』をテーマとして９年間の小・中 

一貫カリキュラムに基づき、指導内容

の重点化・授業力の向上を図っていま

す。その上で、小学三年生から中学ま

で行われている算数・数学少人数習熟

度別授業や中学校から小学校への体

育・英語と小学校から中学への数学の

教師の乗り入れ授業は、学力向上につ

ながっています。さらに、充実したも

のとなるよう取組ます。 

 

『共に生きる』学園づくり 

 
授業に地域人財や専門家を活用し

ていくことは、授業改善・子どもの社

会性の育成・開かれた教育になりま

す。周知されていなかった外部指導者

の授業も多く、保護者にも公開する機

会を多くもつことで理解を深めてい

きたいと思います。 

 

『協働する』 

学園づくり 
 

ご家庭での学習習慣の定着は、容易

なことではなく、質問にある『具体的 

なとりくみ』を考えあぐねていること

がわかります。 

まずは、基本的な生活習慣を確立

し、家庭での教育環境を整えることが

大切です。そして、各家庭の個に応じ

た家庭学習のあり方を具体的な取組

として、担任と相談の上、毎年一つず

つ発達段階に応じて取組を増やして

いくことをすすめていきます。 

 

また、コミュニティスクール実行委

員会の活動は、子どもたちの健全育成

の支援の大切役目を担っていただい

ております。児童・生徒が積極的に参

加するようにお願いします。 

 

 

三鷹の森学園の今年度の学校評価は、従来の視点をさらに深め、今年度１年間の実際の取り組み 

を中心に振り返る内容になっています。この調査は、保護者の皆様へのアンケートを通して学校教育へ

のニーズをつかみとって、来年度の学校の経営計画へと反映する重要な情報となります。まずは回収率

が重要です。なぜ回収率が重要かというと、２つの視点があります。一つは、学校と保護者のコミュニ

ケーションがどれだけスムーズに行われているかというバロメータになります。「学校にアンケートを

返しても、何も変わらない」という諦めを感じる状況では、高い回収率は望めません。もう一つは保護

者と子どもたちとの間で、どのぐらい学校のことを話題にしているかというバロメータという見方で

す。保護者の皆さんにとって、学校で子どもたちがどのように過ごしているかという情報は、子どもた

ちと保護者との会話を通して伝わるものだと思います。家庭で子どもと話し合い、その結果を記入した

アンケート用紙はきっと学校に戻ってくるのではないでしょうか。三鷹の森学園の今回のアンケート回

収率は９７％でした。保護者の皆さんが学校に対して高い意識を持っていると言えます。 

 さて、肝心の結果を振り返ってみると、小学校・中学校の保護者の皆さんからの結果は、学園に対し

て好意的な意見を持った結果と言えます。三鷹市の他の学園と比較した場合、学園のことについて「わ

からない」と答えた保護者の割合が少ないということです。これは、学園の取組について広報活動を組

織的に行い、お便りやお知らせ・チラシの内容が確実に保護者の皆さんへ伝わっていることの結果だと

思います。一方で気になる結果もあります。保護者の皆さんが子どもの学びの環境で特に意識されてい

ることが「家庭教育への取り組み」ということがわかりました。特に、中学校では授業の分かりやすさ

へのニーズも見られ、より学習そのものへの関心が高いことがデータから明らかになっています。この

課題を共に解決するためには、学園のみならず、家庭と学園が共に今の問題意識を共有しながら、子ど  

 もたちにとって何ができるか、議論をすることからスタートし、よりよい学びの環境づくりを進めて

いくことが求められていると思います。 

木幡敬史先生 
 

慶應義塾大学 

大学院 講師 
 

三鷹中央学園

コミュニティ・ 

スクール委員 
 

 

今年度から三鷹の

森学園「学園評価ア

ンケート」作成のア

ドバイザーを務め

て下さっています。 


